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巻頭言

　３月１-２日に開催された「協同労働・
よい仕事研究交流全国集会2025」は、こ
の２日間の集会では「わたし」を主語に
語り合い、他者との違いを認め合い、そ
の先にある協同労働・よい仕事を探求し
て欲しいという古村連合会理事長の呼び
かけで幕を開けました。
　２日目の分散会では、組合員一人ひと
りが個人レポート（よい仕事のエピソー
ド、よい仕事を深めるために今後取り組
みたいこと）を持ち寄り、「わたし」を出
発点として、そこから「協同労働・よい
仕事」へと向かう活発な意見交換が行わ
れたと思います。参加者の感想文にも、

「わたしからはじまる」ことへの共感が
多数寄せられており、呼びかけが多くの
組合員の心に響いたことを窺い知ること
ができます。

　さて、「わたし」を出発点にするとい
うことの前提には、人間の本性への一定
の信頼があると思います。例えば、人間
であれば誰でも、目の前に困った人がい
たら、「ほっとけない」「なんとかしなけ
ればいけない」とった衝動が起こると
いったことです。
　ところが、この「わたし」が揺らいで

いるのが現代社会の問題ではないかと最
近思うことがよくあります。わかりやす
いところでは、ネット上のフェイク
ニュースや印象操作に踊らされて、他者
への誹謗中傷が行われたり、選挙の投票
行動にまで影響を与えていたりすること
があります。より日常的な営みの中にも、
思いもよらない罠が仕掛けられているか
もしれません。
　今話題になっている『テクノ封建制』

（集英社2025.2.28）という本があります。
著 者 の ヤ ニ ス・ バ ル フ ァ キ ス は、
GAFAMをはじめとしたクラウド資本

（巨大テック企業）の独占的な支配は、も
はや利潤追求を原理とする資本主義でさ
えなく、レント（地代・使用料）を搾り取
る「テクノ封建制」であると言います。
封建制と呼ぶかどうかは議論が分かれる
ところですが、「監視資本主義」「プラッ
トフォーム資本主義」「レント資本主義」
など、西欧ではここ数年こうした資本主
義の形態変化を指摘する言説が盛んに行
われています。
　私たちは日常的に、グーグル、アマゾ
ンなどのデジタルプラットフォームを利
用していますが、そこから個人情報や関
心事、行動パターンなどを収集され、ア
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ルゴリズムは私たちの興味関心や趣向を
利用して、消費行動に向かわせるなどの
意識変化がもたらします。単にモノを売
りつけられるだけでなく、私たちがサー
ビスを利用すればするほど、クラウド資
本は自らを再生産し、強化していくよう
な仕組みになっています。バルファキス
によれば、「クラウド資本が人類にもた
らした真の革命とは、何十億もの人々を、
無償で労働するクラウド農奴へと変貌さ
せたこと」です。クラウド資本は現代の
封建領主であり、テクノロジーのユー
ザーである私たちはクラウド農奴である
というのです。
　なぜか日本ではこの問題についてあま
り議論されませんが、日本にはクラウド
領主になれるような巨大テック企業はな
く、クラウド農奴への道しかないという
厳しい現実から目を逸らそうとしている
からかもしれません。

　話を戻しますが、このような世界に生
きている「わたし」は、「本当のわたし」
なのでしょうか。自分の意識や価値観で
あると思っていることも、もしかしたら
デジタル媒体との接触を通して歪められ
たものかもしれません。電車の中では、
多くの人たちが一心不乱にスマホの画面
を見ている光景に出会いますが、薄気味
悪く感じるのは自分だけでしょうか。
　よい仕事の出発点にある「わたし」に
は少し怪しいところがあることを意識し
た方がいいと思いますが、ここで大切な
のが「協同労働・よい仕事」へと向かう

プロセスだと思います。ここでは、さま
ざまな「わたし」が出会い、他者との対
話を通して「わたしたち」を形成してい
くことが期待されます。協同労働は多様
な「わたし」をつなぐ装置でもあります。
それでは協同する関係の中で、「わたし」
にはどのような変化が生まれているので
しょうか。
　集会のセッション第２部でコメンテー
ターを務められた堀田聰子教授は、現実
にはいろいろな縛りがあって「ほっとけ
ない」と思っても動けないことがよくあ
るが、協同労働の現場では、自分の感覚
や感情に蓋をせずに解放して、他者の苦
しみに突き動かされる人間的な応答（コ
ンパッション）が起こっているのではな
いかとコメントされています。もしかし
たら、わたしたちの「協同労働・よい仕
事」には、他者の苦しみに反応し、ほっ
とけない「わたし」を取り戻す効果があ
るのかもしれません。狂気の時代と言わ
れる今だからこそ、一人ひとりの「わた
し」が正気を保つことがより重要になっ
ているはずです。

　バルファキスは、「テクノ封建制」を
倒すための方法として、クラウド領主に
対して利用を一斉に停止するなどのグ
ローバルな行動を提案しています。
　それに加えて、孤立分断させられてい
る「わたし」たちのつながりを、地域を
ベースに取り戻す「協同労働・よい仕事」
の取り組みを広げていくことを提案した
いと思います。


